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令和6 (2024) 年度学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書
醍醐中央児童館

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1～3年 4～6年 中高生 大学生 大人
生活援助機能
　検温・手洗い・消毒 37 2647 1111 1156 520 255 328 6017 コロナが終息し検温は実施せず。手洗いや消毒は登館時や活動の切り替え時に随時実施。

　当番活動 11 おやつの提供時に担当班が準備。おやつ時の挨拶や放送、お帰りの会の進行を担当班から１人が担当。

　登下館指導 11 年度初めやトラブル時は登館の付き添いを、集団下館は各コースごとに職員が付き添い。

　下館指導 1 10 4 4 3 1 1 23 年度初めに下館時の注意点を全体で確認し、各コースのメンバーの顔合わせを実施。

　避難訓練 1 11 5 6 4 2 28 年度初めに避難経路の確認と避難時の注意点を全体で確認。
　交通安全教室 1 10 6 6 4 2 1 2 1 32 年度初めに山科警察の方にきていただき、横断歩道の歩き方や信号の見方など、基本的な交通ルールを学ぶ。

　非行防止教室 1 7 3 5 3 1 2 1 22 低学年は「いかのおすし」など基本的な自分の身の守り方について、高学年は犯罪やいじめ、SNSの問題について学ぶ。

　地震訓練 1 11 3 3 1 18 地震時の避難するまでの一連を模擬体験をして覚える。また、地震が起こったときの注意点を確認する。

子ども育成機能
　新入生歓迎会 1 12 4 6 2 2 1 2 2 31 新入会生を継続児童が手話歌やクイズなどの出し物や迎え入れをする。
　誕生日会 12 119 54 61 19 20 17 1 291 毎月実施。歌やプレゼントで誕生月の子どもをみんなでお祝い。誕生月の子どもからのクイズも実施。

　お楽しみ企画 2 17 8 9 2 3 1 1 41 ４月と３月の誕生日会後に集団遊びを実施。
　３年生会議 10 39 1 40 ５月～３月まで実施。３年生企画で実施する集団遊びを企画。また、前月の企画の振り返りもする。

　わかばまつり練習 5 39 16 10 13 3 5 86 地域のお祭りでする手話歌のステージ発表に向けての練習。
　３年生企画 10 101 46 52 17 17 16 1 250 ５月～３月まで実施。３年生企画が企画した遊びを司会・進行する。
　館外活動「醍醐西学区わかばまつり」 1 8 4 2 4 1 1 20 地域のお祭りに参加。ステージ発表やコーナー遊びを楽しむ。
　七夕かざり 5 23 10 9 4 2 2 2 52 飾りを作ったり、短冊に願い事を書いて笹に飾る。
　親子行事 3 22 8 12 3 1 2 9 7 60 124 7月にクッキング、１２月に科学遊び、３月に出し物発表を実施。親子で楽しめる企画をする。

　ランチデー 1 25 15 18 10 4 6 78 年に３回実施。長期休業中に外注したお弁当をみんなで食べる。昼食代はおやつ代より支出。

　デイサービス交流工作 5 25 12 11 5 2 4 59 子どもたちが風車を作ってデイサービスセンターの夏祭りに飾っていただき交流する。

　水遊び 2 18 7 8 4 1 3 2 2 45 夏季長期休業中に２回実施。テラスで水鉄砲などを使って水をかけたりして遊ぶ。

　水害訓練 1 9 3 6 2 1 2 23 山科川が氾濫したときのことを想定して災害が起こったことを想定して模擬避難を実施。

　だいごっこ絵画展作品作り 9 34 14 18 11 3 8 88 「だいごっこ絵画展」出展に向けて「夏の思い出」をテーマに絵画作品を作る。
　デイサービス夏祭り交流 2 12 3 4 4 1 2 26 デイサービスセンターの夏祭りに参加。コーナー遊びを体験しながらセンターの利用者と交流する。

　もしかめ記録会 1 10 5 6 3 1 1 26 夏休みに取り組んだけん玉の「もしかめ」が何回できるかチャレンジする。
　敬老の日プレゼント工作 5 23 11 13 9 4 1 61 デイサービスセンターの利用者に向けて、子どもたちがアイロンビーズのお守りとメッセ―ジも一緒に制作。

　デイサービス交流企画（敬老の日） 1 5 1 2 1 9 子どもたちが作ったお守りに書いたメッセージを添えてデイサービスセンターの利用者にプレゼントする。

　館外活動 3 16 6 6 3 1 32 ８月にコカ・コーラ工場、３月に日野野外活動センターに行く。１１月は梅小路公園に行く予定だったが、雨天のため謎解き企画を実施。

　防火教室 1 12 5 3 2 2 1 25 消防署の方いにきていただき、火災が起こったときの模擬避難の訓練を実施。
　消火訓練 1 13 2 4 1 1 1 22 水消火器を使用して、消火器の使用方法を覚える。
　児童館等におけるワークショップ参加 1 1 3 4 連盟主催。子どもにとっての居場所について、山科・醍醐地域の児童館の子どもたちが集まって話し合う。

　防犯教室 1 11 5 4 2 1 1 3 27 不審者が来館したときの模擬避難を実施。その後は職員は護身術を、子どもたちは自分の身を守る方法を実演も交えて学ぶ。

　デイサービスセンター交流事業 1 6 3 4 13 子どもたちが作った干支工作をセンター利用者にプレゼントをして交流。
　老人福祉センター交流事業 1 6 3 4 13 子どもたちが作った干支工作をセンター利用者にプレゼントをして交流。
　大そうじ 1 5 3 4 3 1 1 17 児童館内の各部屋を子どもたちが掃除したり整理整頓をする。
　だいごキャンドル紙コップ絵付け 10 26 14 8 5 2 2 4 2 1 64 地域の取組でキャンドルの入れ物に使用する紙コップに絵付けをする。
　実習生企画 1 12 4 4 2 2 1 25 華頂大学の実習生が集団遊びを企画する。
子育て支援機能
　保育園との懇談 4 5 5 新入会生の受け入れに当たって、保育園と子どもの様子等話しを聞く。
　保護者との子育て相談 12 随時、お迎えのとき等、子育てや児童館の様子について保護者と相談。
　保護者への一斉メール 44 毎月発行のおたよりやお知らせ、アンケート等を各保護者にメールを送信。
　パーチク通信発行 11 学童クラブの予定やお知らせ、前月の様子を伝える。
　個人懇談 5 2 13 15 新入会生の保護者と子どもの児童館での様子や家での様子等について情報交換。
　保育懇談会 2 9 23 32 年に３回実施。児童館での子どもの様子等についてスライドショーで伝えたり、お知らせや情報交換をする。

　小学校との懇談 2 2 2 醍醐西小、池田小の１・２年生の先生と子どもの様子について情報交換をする。
　令和７年度学童クラブ登録説明会 1 12 12 新規学童クラブ入会希望家庭に向けて児童館や学童クラブについて、また登録方法についても説明。

　入会説明会 2 16 16 新規学童クラブ入会家庭と継続家庭向けに２回実施。学童クラブの運営について詳細を説明。

　修了式 1 10 4 5 3 1 2 31 56 修了生を継続児童が送り出す。

＊注１　　行事名は，（１）生活援助機能　（２）子ども育成機能　（３）子育て支援機能に分類して記入すること
＊注２　　２クラス以上の館所で，クラスごとで異なる取組・行事を実施した場合は，行事名と併せて，クラス名を記入すること

その他 合　　計 内　　　　　　　　　　　　　　　容行事名 実施回数 学童クラブ児童 登録外児童 ボランティア


